
こかげの下、渡る人と風
- 元店主と地域コミュニティをつなぐ -

井澤研究室　設計

A20AB079　知久桃子

店を閉めたら終わりではない。

同じこかげの下で

元店主が住み続けながら地域住民や新たな商売人と

笑い合い助け合いの日常をおくるための設計提案。



質問

・店の自慢話

・一階と二階の様子、どんな構造になっているか

・シャッターになっている店は住人がいるのか

・商店街に対する思い

・マルシェのことをどう思っているか

・客足の様子と住民の人との交流はあるのか

・コミュニティの場として存続するにあたってなにか工夫をしているのか

・経営維持のための工夫

質問 回答

・一日の過ごし方 ボーッとして過ごす時間と、老老介護で病院や施設に必要な物を

届けたり、面会に行ったりと今は忙しくしている。

・近隣の方々との交流 商売をしていた頃は毎日ご近所さんや友達がお店でおしゃべりに

来てくれていたが、それがなくなって寂しい。今はこちらから、

近所の友達を訪ねて情報交換をしている。

・趣味はあるか 趣味は特になし。料理が好きだけど、今は一人なのでデパ地下な

どで買うことが多くなった。

・なぜ閉業してしまったのか 2 年前の年末で廃業。高齢、コロナで人出が減り、顧客は小売店で

なく大型店へ行ってしまう。

・商売することの魅力 親がやっていた商売なので、何も考える事なく継ぐものだと思っ

てやってきた。仕方なく…という気持ちもあった。

・店舗スペースの現在 陳列棚は処分に手間と費用がかかるためそのまま置いてある。店

舗も手をつけずそのままの状態。先月、商店街のイベントの時に

は、出演者の控え室として使ってもらった。
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